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まずは保健政策
•パンデミックの制御可能なレベルまでの抑え込み。
•国内外の人の移動の慎重な再開。

•これらは最優先課題。それができなかった場合の政治的・経済
的コストは極めて大きいということが共通認識に。
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供給ショックと需要ショック？
• COVID-19は供給ショックと需要ショックの双方をもたらした
との論説が多い（たとえばBaldwin 2020）。

•しかし今の時点のアジアから見るとmisleading。
• 中国の生産はすでに回復可能な状況。
• 医療関係品等を除けば供給不足は存在しない（物価も下がっている）。

•問題はこれからやってくる需要ショックがどれほどの規模でど
れだけ長く続くか。

• 需要ショック＝＞企業業績悪化、失業、金融機関不調、資産・外為市
場混乱．．．

•マクロ政策とGVCs関連政策が鍵。
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マクロ経済政策
•かつてない規模の金融・財政政策の発動

• 被害者救済、マクロ刺激策：必要
•需要ショックによる景気落ち込みをいかにして一時的なものに
とどめるかが課題。

•長期の財政状況の悪化、特に新興国経済の不安定化に懸念
（Zen and Kimura 2020）。
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生産ネットワークの改編は進むのか？
• まず、今のところ生産ネットワークはすぐに再開できる体制を維持
していることを認識すべき（Kimura 2020）。

• 景気落ち込みが一時的であれば、生産ネットワークは頑健。まずは危機を短
期にとどめる努力が必要。

• しかし、不況が長引くと、不可逆的な改編が不可避となる。
• 医療関係品の国産化等の動きは他の製造業品にまでは影響しないはず。

• ICT導入は進むのか？
• 加速される。しかし、アジアでは大規模なreshoringは起きないのでは。政治
的・経済的に安定した新興国との分業は引き続き重要。

• リモートワークの浸透は、越境サービス・アウトソーシング（第３のアンバ
ンドリング）の余地を拡大する。

• 中国ファクター？
• 当面の供給途絶はない。
• 問題は、政治主導の中国経済のdecouplingがどこまで進むか？

• 国際分業体制の安定化のため、メガFTAsの推進は極めて重要。
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